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台
風
が
接
近
す
る
中
十
月
十
一
日

か
ら
十
三
日
京
都
の
石
清
水
研
修
セ

ン
タ
ー
で
指
導
員
の
技
量
ア
ッ
プ
や
、

指
導
員
を
目
指
す
意
欲
の
あ
る
人
を

対
象
に
「
太
極
拳
指
導
員
養
成
の
た

め
の
研
修
合
宿
」
が
関
西
ブ
ロ
ッ
ク

を
中
心
に
各
地
か
ら
六
四
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
技
量
的
に
も
バ
ラ

バ
ラ
で
、
高
齢
者
の
方
に
は
習
得
ま

で
時
間
が
か
か
る
と
感
じ
ま
し
た
が
、

幅
広
い
方
々
に
参
加
し
て
頂
き
楽
し

く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

太
極
拳
の
武
術
と
し
て
の
伝
統
を

大
切
に
し
な
が
ら
、

老
若
男
女
誰
で
も
で

き
る
太
極
拳
を
目
指

し
て
、
太
極
拳
の
新

し
い
発
展
に
寄
与
し

た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

今
回
の
研
修

を
通
じ
て
指
導
員
と

し
て
の
「
教
え
方
、

学
び
方
、
基
本
の
技

術
や
そ
れ
を
構
成
す

る
哲
理
の
大
切
さ
」

が
い
か
に
大
切
か
と
い
う
事
を
知
っ

て
も
ら
う
い
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
現
在
普
及
さ
れ
て
い

る
「
高
く
、
低
く
、
飛
ん
だ
り
、
跳

ね
た
り
」
等
で
優
劣
を
競
う
国
際
競

技
用
套
路
太
極
拳
は
、
故
障
を
招
き

や
す
く
若
年
期
か
ら
始
め
な
い
と
体

の
故
障
を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。

武
術
と
し
て
の
太
極
拳
の
基
礎
作

り
は
地
味
で
あ
っ
て
も
理
論
的
に
は

優
れ
て
い
ま
す
し
、
熟
練
す
れ
ば
す

る
ほ
ど
日
常
生
活
も
楽
に
な
り
、
動

き
も
軽
や
か
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ら

の
事
を
理
解
し
て
頂
け
れ

ば
今
回
の
講
習
会
は
成
功

で
す
。

参
加
さ
れ
た
多
く
の
方

か
ら
大
変
参
考
に
な
っ
た

と
い
う
声
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
指
導
や
運
営
に
も

到
ら
な
い
所
が
あ
り
ま
し

た
が
継
続
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
一
名
の
方
が
入
会
さ

れ
ま
し
た
。
（
恒
岡
正
勝
）

初
の
太
極
拳
指
導
員
養
成
研
修

熟
練
す
れ
ば
動
き
も
軽
や
か
に

府連通信

大
阪
府
連
が
事
務
局
と
な
っ
て
上

映
を
す
す
め
て
い
る
、
十
四
日
完
成

披
露
の
劇
映
画
「
望
郷
の
鐘
ー
満
蒙

開
拓
団
の
落
日
」
は
、
満
蒙
開
拓
団

の
悲
劇
と
「
中
国
残
留
孤
児
の
父
」

と
言
わ
れ
民
間
人
で
あ
り
な
が
ら
生

涯
を
中
国
残
留
孤
児
た
ち
の
肉
親
捜

し
を
献
身
的
な
愛
で
さ
さ
え
た
、
長

野
県
・
阿
智
村
出
身
の
山
本
慈
昭
さ

ん
（
１
９
０
２
〜
９
０
）
の
半
生
を

描
い
た
劇
映
画
で
す
。

主
人
公
の
山
本
慈
昭
を
、
テ
レ
ビ

で
も
お
な
じ
み
の
俳
優
、
内
藤
剛
志

が
演
じ
、
い
よ
い
よ
完
成
で
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
も
「
特
集
」
で
取
り

上
げ
、
完
成
前
か
ら
話
題
に

Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
番
組
「
お
は
よ
う
日

本
」
や
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
１
「
国
際
報

道
２
０
１
４
」
で
も
、
「
日
中
関
係

が
冷
え
込
む
中
、
国
家
と
戦
争
に
翻

弄
さ
れ
た
満
蒙
開
拓
の
歴
史
を
、
双

方
の
国
で
見
つ
め
直
そ
う
と
す
る
動

き
を
伝
え
る
満
蒙
開
拓
を
テ
ー
マ
に

し
た
映
画
撮
影
」
と
し
て
報
道
さ
れ

ま
し
た
。
十
月
十
六
日
に
は
人
気
番

組
の
「
徹
子
の
部
屋
」
で
ゲ
ス
ト
の

内
藤
剛
志
さ
ん
が
「
演
じ
な
が
ら
涙

が
止
ま
ら
な
か
っ
た
、
「
望
郷
の
鐘
ー

満
蒙
開
拓
団
の
落
日
」
を
見
て
も
ら

い
平
和
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て

ほ
し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

み
ん
な
の
力
で
十
二
月
の

完
成
有
料
試
写
会
を

成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
！

大
阪
で
の
十
二
月
十
三
日
の
有
料

完
成
試
写
会
を
会
場
一
杯
の
人
で
成

功
さ
せ
、
以
後
の
府
下
の
上
映
運
動

の
弾
み
に
し
た
い
と
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
前
売
券
（
１
２
０
０

円
）
を
ま
だ
手
に
し
て
い
な
い
会
員
・

準
会
員
さ
ん
は
ぜ
ひ
府
連
に
ご
一
報

く
だ
さ
い
。
周
り
の
知
人
・
友
人
を

誘
い
合
わ
せ
て
ご
一
緒
に
ご
鑑
賞
く

だ
さ
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「y

o

u
t
u
b
e

望
郷
の
鐘
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
」

と
検
索
す
れ
ば
劇
映
画
「
望
郷
の
鐘
ー

満
蒙
開
拓
団
の
落
日
」
の
上
映
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
版
（
七
分
三
〇
秒
）
が
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

劇
映
画

望
郷
の
鐘

い
よ
い
よ
完
成

１２月１３日（土）１４：００(開場13：30）

クレオ大阪中央ホール地下鉄「四天王寺夕陽丘」
前売り：１２００円 製作協力券で入場可

当日券：大人１５００円、学生１３００円、障害者１０００円

11/29（土） 府保険医協会M&Dホール
2015年1/15（木） 吹田メイシアター中ホール

「望郷の鐘」満蒙開拓団の落日

１２月に完成披露有料試写会
2015年１月１５日（木）３回上映します

会場：メイシアター中ホール 阪急吹田駅前

第１回 １０：３０ 前売券１２００円

第２回 １４：００ 製作協力券で入場可

第３回 １８：３０ 当日券：大人１５００円、

学生１３００円、障害者・中高生１０００円

「望郷の鐘」吹田上映決まる
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一
年
ぶ
り
十
月
に
開
催
さ
れ
た
中

国
共
産
党
中
央
委
員
会
第
四
回
全
体

会
議
は
「
法
に
も
と
づ
く
国
家
統
治
」

を
徹
底
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

「
社
会
の
活
力
を
引
き
出
し
、
社
会

的
公
正
と
正
義
を
促
進
し
、
社
会
的

な
調
和
と
安
定
を
擁
護
し
、
党
と
国

家
の
長
期
的
安
定
を
は
か
る
」
と
い

う
習
近
平
総
書
記
の
言
葉
に
は
、
こ

の
間
、
幹
部
の
腐
敗
一
掃
に
努
め
て

き
た
共
産
党
が
、
行
政
・
司
法
・
経

済
・
社
会
の
運
営
全
般
に
法
律
を
基

礎
と
す
る
一
段
と
高
い
レ
ベ
ル
で
の

統
治
方
式
を
確
立
す
る
決
意
が
み
な

ぎ
っ
て
い
ま
す
。

（
「
」
内
は
習
近
平
総
書
記
に
よ
る

「
４
中
全
会
」
説
明
の
言
葉
）

「
人
治
」
と
か
「
長
官
の
意
志
」

は
毛
沢
東
時
代
の
遺
物
？

コ
ネ
や
裏
口
取
引
が
横
行
し
、
決

定
や
法
律
を
尻
目
に
、
ト
ッ
プ
や
幹

部
の
気
持
ち
一
つ
で
も
の
ご
と
が
動

く
、
検
察
・
裁
判
で
さ
え
そ
れ
に
左

右
さ
れ
る
と
い
う
弊
害
は
よ
く
知
ら

れ
て
き
ま
し
た
が
、
改
革
・
開
放
の

時
代
に
入
っ
て
「
人
治
」
と
の
決
別
、

「
法
治
」
の
確
立
が
く
り
返
し
強
調

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
毛
沢
東
時
代
と

比
べ
る
と
法
制
の
整
備
も
著
し
く
進

ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
二
年
間
で
十
八
万

人
の
幹
部
が
処
分
さ
れ
、
中
央
委
員
、

中
央
政
治
局
委
員
、
政

治
局
常
務
委
員
で
さ
え
、

目
を
疑
う
よ
う
な
不
正

蓄
財
を
働
く
事
態
は
。

庶
民
の
間
に
は
知
れ
渡
っ

て
お
り
、
怒
り
と
不
信

が
渦
巻
い
て
い
ま
す
。

人
民
の
権
益
を
損
な
わ
な
い

決
定
で
は
「
憲
法
を
核
心
と
す
る

法
体
系
」
、
「
法
の
前
に
人
々
は
平

等
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
基
礎
に
、

現
代
的
な
統
治
を
実
現
す
る
と
い
う

壮
大
な
展
望
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
言
を
も
っ
て
法
に
代
え
」
、
「
権

力
を
も
っ
て
法
を
抑
え
つ
け
」
、

「
私
欲
を
も
っ
て
法
を
な
い
が
し
ろ

に
す
る
」
と
い
う
よ
う
な
依
然
横
行

す
る
行
為
は
、
「
社
会
主
義
的
法
治

原
則
に
反
し
、
人
民
大
衆
の
権
益
を

損
な
い
、
党
と
国
家
の
事
業
の
発
展

を
妨
害
す
る
」
も
の
と
厳
し
く
戒
め

て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
の
決
定
は
、
「
大
衆
の

切
実
な
利
益
に
関
わ
る
領
域
で
の
法

的
効
力
の
強
化
」
と
い
う
文
言
に
示

さ
れ
る
よ
う
に
、
庶
民
の
怒
り
と
不

信
を
強
く
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。
（
以
上
、
「
」

内
は
決
定
文
書
の
言
葉
）

共
産
党
の
指
導
と

法
治
と
の
関
係
は

マ
ス
コ
ミ
報
道
で
は
「
中
国
改
革

『
反
腐
敗
』
の
次
へ
」
（
朝
日
２
１
日
）

「
目
指
す
は
中
興
の
祖
」
（
日
経
２

７
日
）
な
ど
と
注
目
し
つ
つ
、

「
『
法
治
』
で
統
制
強
化
」

（
日
経
２
４
日
）
「
法
治
掲
げ

（
香
港
）
長
官
選
に
介
入
」

（
日
経
２
５
日
）
な
ど
、
独
自

の
分
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。

確
か
に
、
決
定
で
は
「
党

の
指
導
は
法
に
よ
る
国
家
統

治
の
全
過
程
を
貫
く
」
も
の

で
あ
り
、
「
社
会
主
義
的
法
治
は
党

の
指
導
を
堅
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

党
の
指
導
は
社
会
主
義
的
法
治
に
依

拠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う

原
則
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
「
党
の
指

導
」
は
憲
法
の
定
め
で
あ
り
、
こ
れ

も
順
法
な
の
で
し
ょ
う
。
い
ず
れ
に

し
て
も
「
中
国
の
国
情
と
実
際
か
ら

出
発
し
、
特
色
あ
る
社
会
主
義
の
道

を
歩
み
、
他
国
の
モ
デ
ル
を
無
批
判

的
に
は
参
照
し
な
い
」
（
習
近
平
説
明
）

こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。

期
待
し
つ
つ
、
冷
静
に
注
目

法
治
の
確
立
は
中
国
の
国
民
に
と
っ

て
か
け
が
え
の
願
い
で
あ
る
こ
と
は

疑
い
あ
り
ま
せ
ん
。
同
時
に
、
改
革

開
放
の
三
十
有
余
年
、
法
治
が
強
調

さ
れ
て
き
て
な
お
「
共
産
党
の
指
導
」

の
名
で
「
人
治
」
が
絶
え
な
か
っ
た

経
緯
、
「
一
国
両
制
」
と
言
い
な
が

ら
香
港
へ
も
統
治
強
化
が
進
行
す
る

状
況
、
法
治
の
徹
底
に
大
き
な
期
待

を
寄
せ
つ
つ
、
冷
静
に
見
守
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

（
府
連
副
会
長

山
本
恒
人
）

「
花
」
と
「
花
の
あ
る
風
景
」
の

き
り
え
展
を
、
十
月
二
八
日
か
ら
十

一
月
三
日
、
長
居
植
物
園
に
あ
る
大

阪
市
立
花
と
緑
と
自
然
の
情
報
セ
ン

タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
三
七
点
展
示
し

ま
し
た
。

散
歩
の
途
中
で
立
ち
寄
ら
れ
る
方

も
多
く
、
８
０
０
名
近
く
が
来
場
さ

れ
ま
し
た
。

春
の
全
大
阪
き
り
え
美
術
展
と
違

い
、
同
じ
テ
ー
マ
に
よ
る
作
品
は
会

場
の
都
合
で
小
品
の
展
示
で
す
が
、

統
一
感
も
あ
り
充
実
し
た
内
容
に
な
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
好
評
で
し

た
。き

り
え
を
団
扇
、
扇
子
、
箱
、
衝

立
に
貼
っ
た
応
用
作
品
も
あ
り
好
評

で
し
た
。

（
全
大
阪
き
り
え
連
絡
会
代
表
近
藤
好
幸
）

西
支
部
主
催
「
き
り
え
で
創
る
干

支
色
紙
講
習
会
」
が
、
羊
を
テ
ー
マ

に
二
六
日
（
水
）
二
時
か
ら
九
時
ま

で
、
日
中
文

化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ

ま
す
。
参
加

費
は
資
料
代

込
み
で
一
〇

〇
〇
円
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加

下
さ
い
。

花
の
き
り
え
展
開
催

中
国

法
治
社
会
の
建
設
へ
・
四
中
全
会

「
人
治
か
ら
法
治
へ
」
は
快
挙

日
中
友
好
協
会
は
極
め
て
厳
し

い
財
政
の
現
状
を
打
開
し
、
日
中

友
好
運
動
の
一
層
の
発
展
に
つ
な

げ
る
た
め
、
会
員
・
準
会
員
１
２

０
０
名
の
拡
大
と
、
財
政
改
善
の

た
め
の
特
別
募
金
を
訴
え
て
い
ま

し
た
。
「
緊
急
募
金
」
は
一
〇
月

末
現
在
、
大
阪
府
連
関
係
か
ら

約
八
〇
名
か
ら

約
七
〇
万
円
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

緊
急
募
金
ご
協
力

あ
り
が
と
う

2015カレンダーには、

府連から応募した廣原資泰

さん(４月)と玉井質さん

(１２月)の写真が掲載され

ています。

Ｂ３版、13枚綴り定価：１，２００円

2015中国悠久の旅販売中

き
り
え
で
干
支
（
羊
）

色
紙
を
創
り
ま
す


